
(57)【要約】

【課題】歯科用暫間被覆冠に形状記憶機能を付与するこ

とによって、支台歯を容易にかつ緊密に被覆することが

可能な新規の暫間被覆法を実現する。

【解決手段】歯科用暫間被覆冠に形状記憶機能を付与し

、形成された支台歯よりも内腔がひとまわり小さめの形

状に成型した歯科用暫間被覆冠を加熱軟化し、内腔を支

台歯よりもひとまわり大きな形状に拡大変形し、さらに

冷却することによって変形を固定し、既成被覆冠を得る

。これを支台歯に被覆すると、口腔内温度による刺激に

よって形状が回復しながら支台歯に密着していき、支台

歯を緊密に被覆する。歯科用暫間被覆冠によって、仮着

用セメント無しで支台歯を容易にかつ緊密に被覆し、ま

た容易に除去が行える新規の暫間被覆法を実現したもの

である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
形 状 記 憶 樹 脂 か ら 作 成 し た 既 製 被 覆 冠 を 、 口 腔 内 温 度 を 含 む ３ ０ ～ ６ ０ ℃ 好 ま し く は ３ ５
～ ４ ５ ℃ で 復 元 す る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 。
【 請 求 項 ２ 】
形 状 記 憶 樹 脂 が ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン を 架 橋 剤 と 、 加 硫 促 進 剤 と を 用 い て 架 橋 し て な る
請 求 項 １ に 記 載 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 形 状 記 憶 樹 脂 を 用 い て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 と し て 部 位 ご
と の 歯 冠 の 形 状 、 歯 冠 の 大 き さ 、 内 腔 の 大 き さ に 記 憶 成 型 し 、 こ れ ら の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠
を ４ ５ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 軟 化 し 、 内 腔 の 大 き さ よ り 大 き く ま た は 支 台 歯 を 被 覆 可 能 な 形 状
に 変 形 し 、 － ２ ０ ～ １ ０ ℃ で 冷 却 す る こ と に よ っ て 変 形 を 固 定 し て 作 成 し て な る 既 製 被 覆
冠 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 既 製 被 覆 冠 を 支 台 歯 に 被 せ 、 口 腔 内 温 度 を 含 む ３ ０ ～ ６ ０ ℃ 好 ま し く は
３ ５ ～ ４ ５ ℃ で 記 憶 形 状 に 復 元 し 、 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 最 終 補 綴 物 を
装 着 す る ま で 暫 間 的 に 支 台 歯 を 被 覆 す る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 仮 着 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 歯 科 の 保 存 治 療 や 補 綴 治 療 に お け る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 お よ び こ れ を 使 用 し た 暫
間 被 覆 法 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 形 状 記 憶 機 能 を 付 与 し た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 用 い た 暫
間 被 覆 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 、 歯 科 臨 床 で 行 わ れ て い る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 作 成 法 お よ び 仮 着 法 に つ い て の 一 般 的 な
方 法 は 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ （ 第 ８ ５ ～ ８ ７ 頁 ） に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 既 に 完 成 し て
い る 既 成 の キ ャ ッ プ を 口 腔 内 で 調 整 す る 直 接 法 と 、 あ ら か じ め ス タ デ ィ モ デ ル 上 で 作 製 し
て お く 間 接 法 、 そ し て 支 台 歯 形 成 前 の 印 象 内 に 常 温 重 合 レ ジ ン を 填 入 し 、 支 台 歯 に 圧 接 成
形 す る 方 法 な ど が あ る 。 既 成 の レ ジ ン キ ャ ッ プ は ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 製 が 多 く 、 ま た 、 い ず
れ の 方 法 も 常 温 重 合 レ ジ ン を 用 い て 、 支 台 歯 に 圧 接 す る こ と に よ っ て 最 終 的 な 適 合 を は か
る 。 作 製 し た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 支 台 歯 に 仮 着 す る た め に は 、 仮 着 用 セ メ ン ト を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
直 接 法 や 印 象 を 用 い た 方 法 は 、 未 重 合 の 常 温 重 合 レ ジ ン を 口 腔 内 で 重 合 さ せ る た め 、 そ の
際 に 生 じ る モ ノ マ ー 臭 や レ ジ ン の 重 合 熱 に よ っ て 患 者 に 不 快 感 を 与 え て し ま い 、 ま た 、 常
温 重 合 レ ジ ン で 支 台 歯 を 直 接 圧 接 し て 重 合 さ せ る の で 、 最 悪 の 場 合 は 、 モ ノ マ ー 自 体 の 刺
激 や 重 合 熱 に よ る 刺 激 に よ っ て 歯 髄 の 炎 症 を 惹 起 し て し ま う 危 険 性 も あ る 。 一 方 、 間 接 法
は 印 象 採 得 や 模 型 作 製 な ど の 操 作 が 増 え て し ま い 迅 速 な 対 応 に は 不 向 き で あ る 。 さ ら に 、
い ず れ の 方 法 も 支 台 歯 表 面 に 塗 布 し た 分 離 剤 や 仮 着 時 に 用 い た 仮 着 用 セ メ ン ト の 除 去 が 煩
雑 で あ り 、 分 離 剤 や 仮 着 用 セ メ ン ト の 影 響 に よ っ て 、 最 終 的 な 補 綴 物 を 装 着 す る た め に 用
い る 合 着 用 セ メ ン ト の 歯 質 へ の 接 着 力 が 低 下 し て し ま う こ と が 危 惧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ ２ ５ ４ １ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 １ と い う ） 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ６ ４ ０ ５
号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ２ と い う ） 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ １ ７ ７ ２ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ３ と い
う ） に 、 常 温 重 合 レ ジ ン を 暫 間 被 覆 冠 の 内 面 に 盛 っ て 、 未 硬 化 の う ち に 暫 間 被 覆 冠 を 支 台
歯 に 圧 接 し 常 温 重 合 レ ジ ン を 硬 化 さ せ る と い う 記 載 が あ る が （ 特 許 文 献 １ の 第 ０ ０ ６ ～ ０
０ １ ０ 段 落 、 及 び 特 許 文 献 １ の 第 ０ ０ １ １ ～ ０ ０ １ ３ 段 落 の 発 明 の 実 施 の 形 態 、 特 許 文 献
２ の 第 ０ ０ ０ ９ 段 落 の 発 明 を 解 決 す る 手 段 、 及 び 特 許 文 献 ２ の 第 ０ ０ １ ４ 段 落 の 発 明 の 実
施 の 形 態 、 特 許 文 献 ３ の 第 ０ ０ １ ３ 段 落 、 及 び 特 許 文 献 ３ の 第 ０ ０ １ ７ 段 落 の 発 明 の 実 施
の 形 態 ） 、 こ れ ら の 方 法 で も 同 様 に 、 モ ノ マ ー 臭 や レ ジ ン の 重 合 熱 が 患 者 に 不 快 感 を 与 え
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て し ま う こ と や 、 モ ノ マ ー 自 体 の 刺 激 や 重 合 熱 に よ る 刺 激 が 歯 髄 の 炎 症 を 惹 起 し て し ま う
こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ て い る 方 法 で 暫 間 被 覆 冠 を 作 製 し
た 場 合 に も 、 非 特 許 文 献 １ （ 第 ８ ５ ～ ８ ７ 頁 ） に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 支 台 歯 表 面 へ の
分 離 剤 の 塗 布 や 、 仮 着 の た め の 仮 着 用 セ メ ン ト が 必 要 と な っ て く る が 、 同 様 に 支 台 歯 表 面
に 塗 布 し た 分 離 剤 や 仮 着 時 に 用 い た 仮 着 用 セ メ ン ト の 除 去 の た め の 操 作 が 必 要 と な り 、 ま
た 、 分 離 剤 や 仮 着 用 セ メ ン ト の 影 響 に よ っ て 、 最 終 的 な 補 綴 物 を 装 着 す る た め に 用 い る 合
着 用 セ メ ン ト の 歯 質 へ の 接 着 力 が 低 下 し て し ま う こ と が 危 惧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ２ ７ ２ ２ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ４ と い う ） に は 、 歯 冠 補 綴 物 の 補 助 維 持 装
置 に 形 状 記 憶 合 金 を 使 用 し て い る が 、 こ の 装 置 を 作 製 す る た め に ワ ッ ク ス パ タ ー ン の 作 製
お よ び 鋳 造 操 作 の 必 要 性 に つ い て の 記 載 が あ り （ 特 許 文 献 ４ の 第 ０ ０ １ ６ ～ ０ ０ ２ ６ 段 落
） 、 こ れ ら の 操 作 は 、 時 間 や 費 用 が か か っ て し ま い 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 に は 不 向 き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
羽 賀 　 通 夫 、 他 ２ ３ 名 　 標 準 ク ラ ウ ン ・ ブ リ ッ ジ 補 綴 学 （ ５ ． テ ン ポ ラ リ ー ク ラ ウ ン ・ ブ
リ ッ ジ ） 、 日 本 、 医 学 書 院 、 １ ９ ８ ９ 年 ８ 月 １ 日
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ ２ ５ ４ １ 号 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ６ ４ ０ ５ 号 （ 第 ３ ～ ５ 頁 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ １ ７ ７ ２ 号 （ 第 ３ ～ ４ 頁 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ２ ７ ２ ２ 号 （ 第 ４ ～ ５ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 現 在 の 臨 床 で 行 わ れ て い る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 作 製 法 及 び 仮 着 法 の 手 順 に
つ い て は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 が あ る が 、 こ れ ら の 作 業 に は 、 常 温 重 合 レ ジ ン を 硬 化 さ せ
る 時 間 、 形 態 修 正 の た め の 切 削 の 時 間 、 研 磨 に か か る 時 間 、 仮 着 用 セ メ ン ト を 練 和 す る 時
間 、 仮 着 用 セ メ ン ト が 硬 化 す る 時 間 、 余 剰 な 仮 着 用 セ メ ン ト を 除 去 す る 時 間 な ど が 必 要 で
あ り 、 合 計 す る と 所 要 時 間 が ３ ０ 分 を 超 え る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 内 面 を 支 台 歯 に 適 合 さ せ る た め 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 内 面 に 未
重 合 の 常 温 重 合 レ ジ ン を 盛 っ て 、 支 台 歯 に 圧 接 し て 重 合 さ せ る 。 常 温 重 合 レ ジ ン は 、 粉 末
と 液 と を 混 ぜ あ わ せ た も の を 筆 積 み 法 で 既 成 冠 の 内 面 に 盛 り 、 支 台 歯 に 圧 接 し て 硬 化 さ せ
る 。 一 般 的 に 粉 末 の 組 成 は ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト と 重 合 開 始 剤 、 液 の 組 成 は メ チ ル メ
タ ク リ レ ー ト モ ノ マ ー と 活 性 剤 で あ り 、 液 か ら 発 生 す る モ ノ マ ー 臭 は 、 か な り の 刺 激 臭 で
あ る た め に 患 者 が 不 快 に 感 じ る 場 合 が 多 い 。 ま た 、 重 合 時 に 発 生 す る 重 合 熱 は 、 混 液 比 や
肉 厚 に も よ る が 、 か な り 熱 く な る た め 、 患 者 へ 不 快 感 を 与 え て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
更 に 、 最 悪 の 場 合 に は 、 モ ノ マ ー 自 体 が 歯 髄 を 刺 激 し た り 、 重 合 時 に 発 生 し た 重 合 熱 が 歯
髄 を 刺 激 し た り す る こ と に よ っ て 、 歯 髄 に 炎 症 を 惹 起 し て し ま い 、 激 し い 疼 痛 を 引 き 起 こ
し 抜 髄 処 置 が 必 要 と な る 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 内 面 に 常 温 重 合 レ ジ ン を 盛 っ て 支 台 歯 に 圧 接 す る 際 に 、 常 温 重 合 レ ジ
ン が 支 台 歯 に 接 着 し な い よ う に 分 離 材 を 支 台 歯 に 塗 布 し た り 、 あ る い は 仮 着 用 セ メ ン ト を
用 い て 暫 間 被 覆 冠 を 支 台 歯 に 仮 着 し た り す る が 、 分 離 剤 や 仮 着 用 セ メ ン ト を 支 台 歯 表 面 か
ら 除 去 す る 操 作 は 非 常 に 煩 雑 で あ り 、 ま た 、 分 離 剤 や 仮 着 用 セ メ ン ト の 影 響 に よ っ て 、 最
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終 的 な 補 綴 物 を 装 着 す る た め に 用 い る 合 着 用 セ メ ン ト の 歯 質 へ の 接 着 力 が 低 下 し て し ま う
こ と が 危 惧 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
既 成 冠 を 支 台 歯 に 適 合 さ せ て い く 場 合 、 常 温 重 合 レ ジ ン を 添 加 し た り 、 切 削 用 器 具 で 切 削
し た り し て 調 整 し て い く が 、 切 削 は 診 療 台 に 備 え 付 け ら れ た マ イ ク ロ モ ー タ ー を 用 い て 行
う の が 一 般 的 で あ り 、 切 削 時 の 切 削 片 の 飛 沫 に よ り 、 患 者 、 歯 科 医 師 、 あ る い は 診 療 台 の
周 囲 が 不 潔 に な っ て し ま い や す い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 現 在 一 般 的 に 行 わ れ て い る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 作 製 法 お よ び 仮 着 法 の 欠 点 を 克
服 す る も の で あ り 、 形 状 記 憶 樹 脂 を 用 い て 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 記 憶 成 型 し 、 簡 単 な 操 作 で
、 し か も 仮 着 用 セ メ ン ト を 用 い ず に 支 台 歯 を 被 覆 す る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 お よ び 暫 間 被 覆 冠
の 仮 着 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 願 発 明 者 ら は 、 形 状 記 憶 機 能 を 付 与 し 、 歯 冠 の 形 態 を し た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 作 製 し 、
顎 模 型 を 用 い て 仮 着 お よ び 除 去 に つ い て の 研 究 を 行 っ た 結 果 、 簡 単 な 操 作 で 歯 科 用 暫 間 被
覆 冠 の 仮 着 や 除 去 が 可 能 で あ る こ と が わ か り 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
形 成 さ れ た 支 台 歯 よ り も 内 腔 が ひ と ま わ り 小 さ め の 形 状 に 記 憶 成 型 し た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠
を ４ ５ ～ １ ０ ０ ℃ で 加 熱 軟 化 し 、 変 形 用 器 具 を 用 い て 内 腔 を 支 台 歯 よ り も ひ と ま わ り 大 き
な 形 状 に 拡 大 変 形 し 、 さ ら に － ２ ０ ～ １ ０ ℃ で 冷 却 す る こ と に よ っ て 変 形 を 固 定 し た 後 、
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 変 形 用 器 具 か ら 除 去 し て 支 台 歯 を 被 覆 す る と 、 口 腔 内 温 度 ま た は 加 熱
に よ る 刺 激 に よ っ て 形 状 が 回 復 し な が ら 支 台 歯 に 密 着 し て い き 、 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 す る
こ と が 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 に よ っ て 、 仮 着 用 セ メ ン ト 無 し で 支
台 歯 を 容 易 に か つ 緊 密 に 被 覆 し 、 ま た 容 易 に 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 除 去 が 行 え る 新 規 の 暫 間
被 覆 冠 の 仮 着 方 法 を 実 現 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 架 橋 剤 と し て は 硫 黄 、 ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 、 ア
ミ ノ 樹 脂 、 エ ポ キ シ 化 合 物 、 シ ラ ン 化 合 物 、 金 属 キ レ ー ト 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
本 発 明 の 加 硫 促 進 剤 と し て は 酸 化 亜 鉛 、 ス テ ア リ ン 酸 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 形 状 記 憶 樹 脂 と な る 樹 脂 は 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体
、 ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系
樹 脂 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 は 、 形 状 記 憶 樹 脂 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 形 状 記 憶 樹 脂 が 、 例
え ば ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン と 、 架 橋 剤 と 、 加 硫 促 進 剤 と を 主 成 分 と し て 、 こ れ ら を 架 橋
さ せ る も の も 含 む 。 形 状 記 憶 樹 脂 と な る 樹 脂 １ ０ ０ 部 に 対 し て 架 橋 剤 １ ． ０ ～ １ ２ 部 、 よ
り 好 ま し く は ５ ～ １ ０ 部 、 加 硫 促 進 剤 ２ ０ ～ ４ ０ 部 の 組 成 の も の が 好 ま し い 。
架 橋 剤 と し て は 硫 黄 と ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド と の 組 成 比 が １ ／ ４ ～ １ ／ １ ２ が 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ の 形 状 記 憶 樹 脂 が 口 腔 内 温 度 の 温 度 刺 激 に よ っ て 、 変 形 さ れ た 形 状 を 元 来 の 記 憶
さ れ て い た 固 定 形 状 に 復 元 す る も の も 本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 は 、 形 状 記 憶 樹 脂 か ら 作 成 し た 既 製 被 覆 冠 を 、 口 腔 内 温 度 を 含
む ３ ０ ～ ６ ０ ℃ 好 ま し く は ３ ５ ～ ４ ５ ℃ で 復 元 す る も の で あ る 。
こ の 形 状 記 憶 樹 脂 が ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン を 架 橋 剤 と 、 加 硫 促 進 剤 と を 用 い て 架 橋 し て
な る 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 含 む 。
ま た 、 本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 は 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体
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、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 の 少 な く と も 一 種 か ら
選 ば れ た 形 状 記 憶 樹 脂 か ら 作 成 し た 既 製 被 覆 冠 を 、 口 腔 内 温 度 を 含 む ３ ０ ～ ６ ０ ℃ で 復 元
す る も の も 含 ま れ る 。
本 発 明 の 既 製 被 覆 冠 は 、 こ れ ら の 形 状 記 憶 樹 脂 を 用 い て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 と し て 部 位 ご
と の 歯 冠 の 形 状 、 歯 冠 の 大 き さ 、 内 腔 の 大 き さ に 記 憶 成 型 し 、 こ れ ら の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠
を ４ ５ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 軟 化 し 、 内 腔 の 大 き さ よ り 大 き く ま た は 支 台 歯 を 被 覆 可 能 な 形 状
に 変 形 し 、 － ２ ０ ～ １ ０ ℃ で 冷 却 す る こ と に よ っ て 変 形 を 固 定 し て 作 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 仮 着 方 法 は 、 既 製 被 覆 冠 を 支 台 歯 に 被 せ 、 口 腔 内 温 度 を 含 む
３ ０ ～ ６ ０ ℃ 好 ま し く は ３ ５ ～ ４ ５ ℃ で 記 憶 形 状 に 復 元 し 、 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 す る こ と
に よ っ て 、 最 終 補 綴 物 を 装 着 す る ま で 暫 間 的 に 支 台 歯 を 被 覆 す る こ と に よ り 実 施 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 が 、 口 腔 内 温 度 に よ る 刺 激 に よ っ て 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 し 、 仮
着 さ れ た 状 態 を 図 １ に 示 す 。 こ の 時 点 で 、 咬 合 お よ び コ ン タ ク ト の 状 態 を 観 察 し 、 咬 合 が
高 か っ た り コ ン タ ク ト が き つ か っ た り し た 場 合 は 、 口 腔 内 で 仮 着 し た ま ま 、 切 削 用 器 具 や
研 磨 用 器 具 を 用 い て 調 整 及 び 仕 上 げ 研 磨 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 形 状 記 憶 機 能 を 持 つ 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 は 、 形 状 記 憶 樹 脂 と な る 樹 脂 例 え ば ス チ レ
ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 、 ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹
脂 、 ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 を 原 料 と し て 、 必 要 に 応 じ て 架 橋 剤 例 え
ば 硫 黄 、 ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド 、 ポ リ イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 、 ア ミ ノ 樹 脂 、 エ ポ キ シ 化
合 物 、 シ ラ ン 化 合 物 、 金 属 キ レ ー ト 化 合 物 、 お よ び ／ ま た は 加 硫 促 進 剤 例 え ば 酸 化 亜 鉛 、
ス テ ア リ ン 酸 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
形 状 記 憶 樹 脂 と な る 樹 脂 ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン に 、 架 橋 剤 と し て 硫 黄 、 ジ ク ミ ル ペ ル オ
キ サ イ ド 、 加 硫 促 進 剤 と し て 酸 化 亜 鉛 、 ス テ ア リ ン 酸 を 用 い た 場 合 に つ い て 述 べ る 。 こ れ
ら の 成 分 を オ ー プ ン ロ ー ラ ー 、 バ ン バ リ ー ミ キ サ ー 、 押 し 出 し 機 な ど を 用 い て 混 練 り す る
。 で き る だ け 分 子 を 切 断 し な い よ う に 混 練 す る こ と が 好 ま し い 。 未 架 橋 ゴ ム を 得 る 。 部 位
ご と の 歯 冠 の 形 状 、 ま た 、 そ れ ぞ れ の 部 位 に つ い て 数 段 階 の 歯 冠 の 大 き さ の 金 型 を 用 意 す
る 。 こ れ ら の 金 型 （ ２ １ ） に 混 練 し た 未 架 橋 ゴ ム を 填 入 し 、 圧 子 （ ２ ２ ） を 用 い て 未 架 橋
ゴ ム を 圧 接 し 、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 （ ３ ３ ） を か け る （ 図 ３ ） 。 こ の 状 態 で 、 １ ５ ０ ～
１ ６ ０ ℃ で ３ ０ 分 ～ ３ 時 間 の 加 硫 処 置 を 行 い 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 （ ３ １ ） の 記 憶 成 形 を 行 う
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
他 方 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 （ た と え ば 、 旭 化 成 社 製 、 「 ア
ス マ ー 」 ） 、 ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 （ た と え ば 、 三 菱 重 工 製 、 「 ダ
イ ア リ ン 」 ） 、 ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 （ た と え ば 、 Ｏ Ｒ Ｋ Ｅ Ｍ 社 製
、 フ ラ ン ス 、 「 ノ ー ソ ッ ク ス 」 ） 、 ポ リ エ ス テ ル ア ロ イ （ た と え ば 、 日 本 ゼ オ ン 社 製 、 「
シ ェ イ ブ ル Ａ シ リ ー ズ 」 ） の 少 な く と も 一 種 か ら 選 ば れ た 形 状 記 憶 樹 脂 を 用 い た 場 合 に つ
い て 述 べ る 。 こ れ ら の 樹 脂 は 熱 可 塑 性 で あ り 、 こ れ を 成 形 温 度 １ ２ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ に て 射 出
成 形 、 圧 縮 成 型 な ど の 方 法 に よ り 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 記 憶 成 形 す る 。 部 位 ご と の 歯 冠 の
形 状 、 歯 冠 の 大 き さ 、 内 腔 の 大 き さ に 記 憶 成 型 で き る 金 型 を 用 い て 、 量 産 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
得 ら れ た こ れ ら の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 （ ４ １ ） を ４ ５ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 軟 化 し 、 内 腔 の 大 き
さ よ り 大 き く ま た は 支 台 歯 を 被 覆 可 能 な 形 状 に 変 形 用 器 具 （ ４ ２ ） を 用 い て 変 形 し 、 － ２
０ ～ １ ０ ℃ で 冷 却 す る こ と に よ っ て 変 形 を 固 定 し て 既 成 被 覆 冠 を 作 製 す る 。
変 形 用 器 具 （ ４ ２ ） を 用 い て 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 （ ４ １ ） の 内 腔 を 変 形 さ せ て い る 状 態 を 図
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４ に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
既 成 被 覆 冠 で 支 台 歯 を 被 っ た 状 態 を 図 ５ に 示 す 。 こ の 後 、 口 腔 内 温 度 に よ る 刺 激 に よ っ て
固 定 形 状 に 復 元 し 、 図 １ に 示 す よ う に 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 し て 仮 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 実 施 例 】
〔 実 施 例 １ 〕
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 成 分 を 以 下 の 組 成 比 に 調 製 し た 。
ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン １ ０ ０ 部
酸 化 亜 鉛 ３ ０ 部
ス テ ア リ ン 酸 １ 部
硫 黄 １ ． ２ ５ 部
ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド ７ ． ５ 部
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ れ ら の 成 分 の 混 練 り を 行 っ て 未 架 橋 ゴ ム を 作 製 し 、 こ れ を 金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す
よ う な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接 し
た 後 、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 １ ５ ０ ～ １ ６ ０ ℃ で ３ ０ 分 ～ ３ 時 間 の 加 硫 処 置 を 行
い 、 記 憶 成 形 を 行 っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 成 分 を 以 下 の 組 成 比 に 調 製 し た 。
ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン １ ０ ０ 部
酸 化 亜 鉛 ４ ０ 部
ス テ ア リ ン 酸 １ 部
硫 黄 ０ ． ４ 部
ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド ２ ． ５ 部
以 上 の 配 合 例 で 、 実 施 例 １ と 同 様 な 手 順 に 従 っ て 記 憶 成 形 を 行 っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を
得 た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
〔 実 地 例 ３ 〕
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 成 分 を 以 下 の 組 成 比 に 調 製 し た 。
ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン １ ０ ０ 部
酸 化 亜 鉛 ５ ０ 部
ス テ ア リ ン 酸 １ 部
硫 黄 ０ ． ８ 部
ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド ４ ． ０ 部
以 上 の 配 合 例 で 、 実 施 例 １ と 同 様 な 手 順 に 従 っ て 記 憶 成 形 を 行 っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を
得 た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 実 施 例 ４ 〕
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 成 分 を 以 下 の 組 成 比 に 調 製 し た 。
ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン １ ０ ０ 部
酸 化 亜 鉛 ３ ０ 部
ス テ ア リ ン 酸 １ 部
硫 黄 １ ． １ 部
ジ ク ミ ル ペ ル オ キ サ イ ド ６ ． ６ 部
以 上 の 配 合 例 で 、 実 施 例 １ と 同 様 な 手 順 に 従 っ て 記 憶 成 形 を 行 っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を
得 た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
〔 実 施 例 ５ 〕
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ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 を １ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ で 加 熱 し 、 こ れ を
金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す
よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接 し た 後 、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 ６ ０ ℃ 以 下 ま で の 冷 却
処 置 を 行 い 、 記 憶 成 形 を 行 っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 実 施 例 ６ 〕
ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 を １ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ で 加 熱 し 、 こ れ を 金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う
な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接 し た 後
、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 ４ ０ ℃ 以 下 ま で の 冷 却 処 置 を 行 い 、 記 憶 成 形 を 行 っ て 、
歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
〔 実 施 例 ７ 〕
ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 を １ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ で 加 熱 し 、 こ れ を 金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う
な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接 し た 後
、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 ６ ０ ℃ 以 下 ま で の 冷 却 処 置 を 行 い 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 記
憶 成 形 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
〔 実 施 例 ８ 〕
ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 を １ ３ ０ ～ １ ７ ０ ℃ で 加 熱 し 、 こ れ を 金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示
す よ う な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接
し た 後 、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 ３ ５ ℃ 以 下 ま で の 冷 却 処 置 を 行 い 、 記 憶 成 形 を 行
っ て 、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
〔 実 施 例 ９ 〕
ポ リ エ ス テ ル ア ロ イ を １ ３ ０ ～ １ ８ ０ ℃ で 加 熱 し 、 こ れ を 金 型 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ
う な 金 型 （ ２ １ ） に 填 入 し 、 圧 子 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 圧 子 （ ２ ２ ） で 圧 接 し た
後 、 ５ ～ ５ ０ ｋ ｇ ｆ の 荷 重 を か け 、 ３ ５ ℃ 以 下 ま で の 冷 却 処 置 を 行 い 、 記 憶 成 形 を 行 っ て
、 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 実 施 例 １ ０ 〕
実 施 例 １ ～ 実 施 例 ９ に 従 っ て 記 憶 成 形 し た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 内 腔 を 各 種 の 既 成 被 覆 冠 に
変 形 し た 。 数 段 階 の 変 形 用 器 具 を 用 い て 、 顎 模 型 上 の 形 成 さ れ た 人 工 歯 か ら な る 支 台 歯 よ
り ひ と ま わ り 大 き な 形 状 に 変 形 し 、 そ の ま ま の 状 態 で 冷 蔵 庫 の 冷 凍 部 （ － １ ８ ～ － １ ５ ℃
） 、 チ ル ト 部 （ － ５ ～ － ０ ℃ ） ま た は 冷 蔵 部 （ ４ ～ － ８ ℃ ） に 入 れ て 冷 却 し 、 形 状 を 固 定
し 、 既 製 被 覆 冠 を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
〔 実 施 例 １ １ 〕
以 上 の 方 法 で 作 製 し た 既 成 被 覆 冠 を 用 い て 、 口 腔 内 温 度 雰 囲 気 中 に 存 在 す る 模 型 上 の 支 台
歯 に 被 覆 し た 。 こ れ ら を 、 小 型 赤 外 線 ラ ン プ に よ り 口 腔 内 温 度 で あ る ３ ５ ～ ４ ５ ℃ （ ト ラ
ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル ア ロ イ
） ま た は 耐 え う る 口 腔 内 温 度 で あ る ５ ０ ～ ６ ０ ℃ （ ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ブ ロ
ッ ク 共 重 合 体 、 ハ イ ス チ レ ン 樹 脂 ） に ２ ～ ４ 分 間 暖 め て 記 憶 形 状 に 復 元 し た 。 そ の 結 果 、
既 成 被 覆 冠 は 、 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 し た 。 １ ％ フ ク シ ン 溶 液 に 浸 し た ま ま ３ ７ ℃ 雰 囲 気 中
に 保 存 し 、 色 素 の 浸 透 を 調 べ た 。 一 週 間 経 過 し て も 色 素 の 浸 透 が 認 め ら れ な か っ た 。 歯 科
用 暫 間 被 覆 冠 と し て 使 用 で き る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ り 、 操 作 性 に 優 れ た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 お よ び そ れ を 用 い た
新 規 の 暫 間 被 覆 法 が 実 現 し た 。 す な わ ち 従 来 の 常 温 重 合 レ ジ ン を 用 い た 方 法 で 必 要 と さ れ
た ３ ０ 分 以 上 の 所 要 時 間 が 、 既 成 の 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 が 口 腔 内 の 温 度 刺 激 に よ る 変 形 の 回
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復 に よ っ て 自 ら 支 台 歯 に 密 着 し て 支 台 歯 を 緊 密 に 被 覆 し て 仮 着 で き る こ と に よ り １ ０ 分 以
内 に 短 縮 さ れ 、 診 療 の 効 率 が 著 し く 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 常 温 重 合 レ ジ ン を 使 用 し な い た め 、 従 来 か ら 問 題 と さ れ て い た 常 温 時 重 合 レ ジ ン の
モ ノ マ ー 臭 や 重 合 熱 が 患 者 へ 与 え る 不 快 感 や 歯 髄 へ の 刺 激 な ど を 生 じ な い こ と 、 ま た 、 分
離 剤 や 仮 着 用 セ メ ン ト を 使 用 し な い た め 、 最 終 的 な 修 復 物 の 接 着 に 及 ぼ す 影 響 を 危 惧 す る
必 要 も な い こ と な ど の 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 暫 間 被 覆 冠 が 変 形 か ら 回 復 し て 元 の 形 状 へ と 復 元 し 、 支 台 歯 を 緊 密 に 被
覆 し た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 暫 間 被 覆 冠 成 型 用 金 具 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 暫 間 被 覆 用 金 型 に 未 架 橋 の ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン を 主 成 分 と し た 複 合
材 料 を 填 入 し 、 荷 重 を か け た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 架 橋 さ せ た 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 を 変 形 用 器 具 に て 変 形 さ せ て い る 状 態 の 説
明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 変 形 さ せ た 既 成 被 覆 冠 （ １ １ ） で 支 台 歯 を 覆 っ た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 　 既 成 被 覆 冠
２ １ 　 　 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠 の 成 型 用 金 型
２ ２ 　 　 圧 子
３ １ 　 　 歯 科 用 暫 間 被 覆 冠
３ ３ 　 　 荷 重
４ １ 　 　 変 形 用 器 具
６ ６ 　 　 支 台 歯
７ ７ 　 　 隣 在 歯
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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